
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「伊東市公共経営改革大綱」 の全体像 

第四次伊東市総合計画 

第十次基本計画 
（平成 28年度～平成 32年度） 

伊東市公共経営改革大綱（平成 28年度～平成 32年度の 5か年） 

基本方針 具体的な方策 実施事項 

◆市民の信頼に応える 

行政運営 
 
＜指標＞ 

・市の取組に対する満足度 
（市民満足度調査 市の取組の 
満足度平均値） 

(現状)57.5% →(目標)65.0% 

●伊東市（Ｉ.Ｔ.Ｏ.）システムの更
なる進展 

＜指標＞ 

・事務事業の整理合理化による 
廃止・縮小等見直し事業数 
（現状）158事業 →（目標）170事業 

・  
（現状）233事業 →（目標）250事業 

政策立案、決定に際しての市民ニーズの把握
の強化 

長期的視野での政策の検討強化 

●人事・給与制度の体系的整理、民
間への業務移管の推進及び研修
制度の充実 

＜指標＞ 

・職員定数 
（現状）717人 →（目標）570人 ※１ 

・指導的地位 ※２ に占める女性の割合 
（現状）27.0% →（目標）30.0% 

・市民に対する市職員の適切な対応（満足度） 
（現状）55.3% →（目標）65.0% 

◆健全な財政運営 
 
＜指標＞ 

・全ての会計の地方債残高 
（臨時財政対策債を除く） 
(現状)374億円 →(目標)320億円 

・市の財政の健全な運営（満足度） 
(現状)43.1% →(目標)55.0% 

◆市民参画による 
まちづくり 

 
＜指標＞ 

・  

(現状)56.3% →(目標)65.0% 

・  

(現状)35.4% →(目標)50.0％ 

 

●持続可能な財政基盤の強化 

＜指標＞ 

・経常収支比率 
（現状）86.1% →（目標）85.0% 

・市税の収納率 
（現状）82.7% →（目標）86.0% 

小・中学校、幼稚園、保育園の適正規模及び
適正配置についての検討、方向性の提示 

政策目標１ 

やさしさと笑顔にあふれる 

健康なまち 

政策目標２ 

安全・安心で快適なまち 

●公共施設等総合管理計画の推進 

＜指標＞ 

・公共施設除却件数 【新規】 
（現状） －  →（目標）5件 ※３ 

社会基盤、施設の全体的視点からの効果的・
計画的な修繕・更新・再編の推進、長寿命化
の取組強化 

職員における改革の意識向上 

●市民の知恵、民間力を活かす 
システムづくり 

＜指標＞ 

・市民提案による事業の事業化数 
（現状）7事業 →（目標）15事業 ※４ 

●市民との情報共有化の推進 

＜指標＞ 

・市からの情報提供（満足度） 【新規】 
（現状） －  →（目標）70.0% 

 

市ホームページ、広報いとう等による情報 
発信の充実、強化 

広聴事業の充実 

政策目標３ 

心豊かな人を育み、生涯に 

わたって学習できるまち 

政策目標４ 

場の力が創造する 

魅力・活力のあるまち 

構想の推進 

（まちづくりを進めるために） 

・市民の信頼に応える 

行政運営 

・健全な財政運営 

・市民参画による 

まちづくり 

市民活動を担う人材の育成・確保 

職員育成に重点を置いた人事評価制度 
の導入 

若手、女性職員の積極的登用 

人事評価及び職員意向に基づく異動、配置の
更なる適正化 

地域の自主的なまちづくり活動への支援 

市民参画・協働の視点を持った事業の促進 

自主財源の確保 

地方債の抑制及び各種基金の充実 

会計制度の整備促進 

人材の育成を目指した能力開発機会の充実 

業務効率化、民間への業務移管の推進による
職員定数の削減 

人事評価や職務体系、社会情勢の変化を反映
した適切な 
 職員給与の見直し 

※１ 平成 28年度消防広域化に伴う派遣職員（105人）を除く     ※２ 係長相当職以上の職員     ※３ （目標）平成 28年度～平成 32年度の累計    ※４ （現状）平成 24年度～平成 27年度の累計 （目標）平成 28年度～平成 32年度の累計 

推進体制 

１ 行政改革推進本部による 

進捗管理 
 

・ＰＤＣＡマネジメントサイクル 

による進捗管理 

・実施概要の作成（詳細管理） 

２ 行革推進リーダーによる 

事業の推進 
 

・行革推進リーダーを中心に 

 問題点等の検証及び事業の推進 

３ 市民・議会への進捗状況の 

公表・報告 

・進捗状況を市ホームページで 

公開し、市議会へ報告 

４ 行政改革懇談会への報告 

及び助言の反映 

・行政改革懇談会へ進捗状況を 

 報告 

 ・助言を改革に反映 


